






要約:英国で出産を終えた日本人の母親を対象に、出産後 3 ケ月に必要と感じられた実質

的および精神的なサポートについての質問票を郵送し 70 名から回答を得たので,その結果

を報告した。 日木から実母(児の祖母)の手伝いが得られたものは 57 名(81%)でそのうち

70%の母親はこれを育児をはじめとする実質的なサポートとして受け止めていた。一方、

山産後夫からのサポートを得られたと答えたものは 60 名 (86%)で、67%はそれを精神的な

支えとして受け止めていた。またサポー卜を受ける時期と対象については、出産後の 1週

間に自分の母親よりは夫からのサポートが一番欲しかったと答えていた。産婦人科スタッ

フ(特に助産婦)からのサポートについては母親は出産後 1週間に最も必要性を感じていた。

出産後の母親にとって一番相談にのって欲しかった問題は児の小児科的和談と母乳栄養の

問題であったが、この現実的な問題には母親の精神的な動揺や不安が裏打ちされている(著

者平成六年度報告)。以上から出産後の母親へのエモーショナルサポートは、出産直後か

ら医療関係者と家庭特に夫の両者から必要であるといえる。 また、英国では妊娠出産に

関して女性をサポートする公立機関の資源があり、これらの女性とのコミュニケーション

の質的向上に努力しているのでその内容を紹介した。


